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人 フォーカスの時代-ファシリティマネジメントが拓く未来 ● 調査研究部会
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　私立大学の FM に関わる財務については、18 歳人口

減少に伴う供給超過市場における施設整備の資金調達、

教育研究経費比率（教育研究経費／経常収入）の上昇

（1980 年度 23％～ 2018 年度 40％）の中でのファシ

リティコスト削減等の課題を抱えている。このことは、当

部会では、これまで取り上げてこなかったが、部会内の

有志で始まった「私学 FM 財務勉強会」において検討さ

れた内容を、近々冊子として発行する予定である。今年

度のフォーラムでは、この冊子の発行に先駆けて、「財務

とは」「私立大学とは」、本年 4 月施行される「改正私立

学校法」を踏まえて、「私立大学の財務」「私立大学の

財務管理」を整理し「学校法人会計基準」に基づく、私

立大学の「財務支援における FM の在り方」を発表した。

大学における専門的職員の配置状況（図表 1）

文科省が 2015（平成 27）年度にアンケート調査した結

果を見ると、施設管理が 40.1％、財務が 20.8％である。

先に上げた FM に関わる財務の課題については、財務部

署が主務部署であるが、専門的職員の配置状況を見る限

り、事柄からしても、施設管理の専門的職員が相当な協

力をしなければならない状況である。

財務管理とは（図表 2）

財務管理とは、資本の調達と運用を、財務目標である「収

益性目標」と「流動性目標」の達成を目指し、財務計画

と財務統制により行う諸活動である。財務管理の手順を、

サイモンの意思決定論に基づき整理すると図表 2 のとお

り。財務分析→利益計画→予算管理→財務分析とサイク

ルを回す。予算管理では、財務計画と財務統制のプロセ

スの中で、利益管理と資金管理を行うことになる。

学校法人会計の特徴と企業会計との違い（図表 3）

津田塾大学の HP に、学校法人会計は、『教育の永続性』

の下、「教育水準の維持向上」「収支均衡」「予算主義」

の 3 つの概念に支えられている、と紹介されている。文

科省が 2017（平成 29 年）8 月28日付けの資料として「学

校法人会計基準について」と併せて、学校法人会計基

準の概要を説明した。

財務支援における FM の在り方（図表 4）

私立大学の財務を、「学校法人が行う大学の経営活動

を、資金面（資本の調達・運用）から収支均衡を目指し、

財務計画・財務統制によりサポートすること」と定義して、

この管理のために、PDCA を回すこととし、中期 Plan：

中期的な計画のための財務計画立案→ Plan：予算編成

→ Do：資金の運用管理→ Check・Action：財務分析。

これが、私立大学の財務管理のサイクル。このサイクルに、

FM において留意すべきキーワードをはめ込んだ。
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